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『新・菊陽中始動！！』
「となりにいる　ただそれだけが　救いになる」

　菊陽中学校は、「人間尊重の精神を基底とし、すべての

教育活動を通して『生きる力』を身につけた生徒の育成」

を教育目標に掲げ、コロナ禍の中でも子どもたちの学びを

保障するために、さまざまな工夫を凝らして教育活動を

行っています。

　新入生歓迎会や体育大会結団式をリモート視聴で開催し

ました。画面を通してではありますが、リーダーシップを

発揮する３年生と、その姿に学ぶ１・２年生の姿がありま

した。 新入生歓迎会（部活動紹介）

「じろちゃんのさくぶんをがくしゅうして」

　「人権擁護委員の日」である６月１日にあわせて人権擁護委員の活動
を紹介します。
１　人権擁護委員とはどんな人？
　　人権擁護委員は、全国すべての市町村にいて、市町村長の推薦を受
け法務大臣から委嘱されます。人権問題の解決にはきめ細やかな支援
が大切なので、人権擁護委員にはさまざまな経歴を持った人が委嘱さ
れています。

２　どんな制度なの？
　　戦後、基本的人権の尊重を基調とした日本国憲法が制定されました。
1948年（昭和23年）には、人権擁護委員制度が設けられ、翌1949年
（昭和24年）６月１日に人権擁護委員法が施行されました。これによ
り地域住民の中にあって国民の基本的人権を擁護する機関として人権
擁護委員制度が誕生しました。そこで、６月１日が「人権擁護委員の
日」となっています。

３　どのような活動をしているの？ 
　❶　いじめ、虐待、差別を受けた、インターネット上で誹謗中傷され

たなどの地域の皆さんからの人権に関する相談活動
　❷　「人権を侵害された」という被害者からの申告を受け、法務局職員と協力して人権問題を解決に導く被害

者の救済活動
　❸　人権の大切さを多くの人に知っていただき、また、考えていただくための啓発活動など
　　新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う差別や偏見などさまざまな人権問題が後を絶ちません。それらの解
消に向けて令和３年は、人権問題を誰かの問題ではなく、自分の問題として捉え人権を尊重することの大切さ
について考えていけるように人権啓発キャッチコピーを「『誰か』のこと　じゃない。」と定め、積極的な啓発
活動を展開しています。

「人権擁護委員」（私たちの町の相談パートナー）
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人権啓発標語

　じろちゃんのさくぶんをがく
しゅうしたあと、じろちゃんの
ように、わかってほしいこと、
みんなにつたえたいことをかき
ました。
　わたしはがっこうからかえる
ときに、ともだちからいわれた
ことがいやでした。ともだちは

　「きもっ。」とわたしにいいました。
　わたしはこのことをみんなのまえでいいました。み
んなのまえでよむのはとってもはずかしかったです。
でも、いわないともやもやがなくならないからがん
ばっていおうとおもいました。そのあと、みんながわ
たしに、おかえしのてがみをかいてくれました。
　「こんどいわれたら、たすけるよ。」
　「じぶんできもちをつたえられて、すごいね。」
　「またいわれたらいっしょにいおうね。」とかいてく

れました。
　みんなのてがみをよんだときとてもうれしくなりま
した。「きもっ」といわれたときは、こころがまっく
ろになったけどみんなのてがみをよんでこころがピン
クになりました。
　いまはもういやなことはいわれなくなりました。わ
たしはいってよかったなとおもいました。
　もしまたいやなことがあったらともだちといっしょ
に「いやだよ」「いわないで」といいたいとおもいます。

（担任より）
　「きもっ」ということば、とてもきずつくことばですよ
ね。せんせいも、いわれたらとてもかなしくなります。な
なさんがゆうきをだして、そのことをつづり、みんなのま
えできもちをつたえてくれたから、みんなでななさんがつ
たえたいことをしっかりかんがえることができました。が
んばってはっぴょうしてくれて、ありがとう。

「綴
つづ
り」「語り」

そして「繋がる」

　菊陽町には町長から推薦され
法務大臣から委嘱を受けた次の
８名の人権擁護委員がいます。

名　前 行政区
堀川　妙子 杉並台
鬼塚　成子 三里木
衛藤美直子 下　原
別府　逸郎 冲　野
春野　宗敏 新町西
松本　東亞 杉並台
村本　信幸 駅　前
實取　智子 井　口

（2021年（令和３年）６月１日現在）

菊陽北小学校　１年　鶴　菜
な

々
な
（現在２年生）

菊陽中学校　１年　木村　美
み

陽
よ

子
こ
（現在２年生）


